
 

 

 

 

 

2020 年度 日本医科大学 前期 
【 講 評 】 

大問は例年通り 4 題で形式に変化はなかった．昨年と比較して手をつけやすい問題が多かったが，計算量が増加

したため，難易度的には同程度である．全体で６割程度の得点をしたい．以下，大問ごとに述べる． 

 

［Ⅰ］定積分で表された関数の最小値を求める定石問題．偶奇関数の性質を用いることと，必要な項のみを 

   抜き出して計算量を最小限にする工夫がポイントとなる．今回の試験では確実に得点したい問題で 

   ある． 

 

［Ⅱ］問２までは前半は空間座標（ベクトル）の典型処理なので確実に得点したい．問３の非回転体の体積は 

   日本医科大ではあまり出題されていないため，対策がおろそかであった人も多いだろう．国立大や慈恵 

医科大の対策をしっかりと行っていた生徒にとっては簡単な問題である． 

 

［Ⅲ］軌跡（媒介変数表示）の典型問題であり，計算量もそれほど多くはない．今回の試験では確実に得点 

したい問題である． 

 

［Ⅳ］確率漸化式の典型問題であるが，係数に文字が含まれるため，計算が非常に面倒である．試験時間内に 

   解ききれた人は少ないであろう．問３や問４は答えだけを書けば良いので，nに具体的な値を代入する 

   などして答えを見つけてしまうのも良いだろう． 

 

【 解 答 】 

［Ⅰ］積分法（数Ⅲ）【標準】 
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［Ⅱ］ベクトル（数 B）／積分法（数Ⅲ）【標準】 
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［Ⅲ］図形と方程式（数Ⅱ）／積分法（数Ⅲ）【標準】 
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［Ⅳ］数列（数 B）／微分法（数Ⅲ）【やや難】 
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【 解 説 】 
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お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 



 

 

［Ⅳ］ 
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問 4 　問 3 の漸化式を変形すると　 >
=-+n 2p +n 1ap b0 1-+n 1p nap

=-+n 2p +n 1bp a0 1-+n 1p nbp
 

数列 6 +n 1p 7- nap ， 6 +n 1p 7- nbp  は等比数列であるから　　>
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問 5 　 w0 1n =3  から w0n 1+1 =1 となるのは， 3 個の白球のうち 2 個が黒球に

　なるときであるから，その確率は　 23C 8 9
2

3

2

8 9
1

3
=

2

9

　 w0 1n =2 から w0n 1+1 =1 となるのは，
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問 4 より　 +n 1r =
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